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	応用
	抗原情報
	背景
	NLRC4 は、腸内の免疫優勢抗原である細菌フラジェリンに反応してインフラマソームの形成を誘発できる細胞質 NOD (ヌクレオチド結合およびオリゴマー化ドメイン) 様受容体 (NLR) です。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	リン酸化NLRC4（Ser-533）ラットmAbを用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	リン酸化NLRC4(Ser-533)ラットmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	リン酸化NLRC4(Ser-533)ラットmAb（緑）とネガティブコントロール（赤）を使用したHela細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	リン酸化NLRC4(Ser-533)ラットmAb(緑)とネガティブコントロール(赤)を使用したHepG2細胞のフローサイトメトリー分析。

